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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡に用いられる処置具を保持する処置具保持手段を有する処置具ハンガーであって
、
　上記処置具保持手段は、上記処置具の操作部を保持するときの保持形態が異なる複数の
保持部を有し、これら保持部が一体的に構成されてなることを特徴とする処置具ハンガー
。
【請求項２】
　上記処置具保持手段は、上記処置具の操作部を保持する保持溝と、上記処置具の操作部
のリング部が係止されるフック部とを有することを特徴とする請求項１に記載の処置具ハ
ンガー。
【請求項３】
　上記処置具保持手段が係止される保持プレートと、この保持プレートを支持する支柱と
を有し、
　上記保持プレートは、上記支柱に対し着脱自在に構成され、
　上記処置具保持手段は、上記保持プレートに対して着脱自在に構成されたことを特徴と
する請求項１または請求項２に記載の処置具ハンガー。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、処置具ハンガー、詳しくは、内視鏡使用の際に用いる処置具を保持する処置
具ハンガーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、内視鏡は、医療分野等において広く利用されている。術者は、体腔内に
内視鏡の細長い挿入部を挿入することによって、体腔内の臓器を観察したり、必要に応じ
て処置具の挿通チャンネル内に挿入した処置具を用いて各種処置をしたりすることができ
る。 
　ところで、複数の処置具を用いて各種処置を行う場合、実際に処置に使用している処置
具以外の処置具は、例えば助手に保持してもらう必要があり、術者にとっては、処置具を
交換する毎に、助手とのやりとりを行わなくてはならず、大変煩雑なものであった。また
、術者が１人で処置をする場合には、使用していない処置具を無造作に取り扱うこともで
きないため、大変不便であった。
【０００３】
　このような事情に鑑み、特許文献１には、内視鏡用の処置具を保持する処置具保持スタ
ンドが提案され、開示されている。この処置具スタンドは、基台、支柱、垂下溝を有する
保持平板からなり、上記保持平板の垂下溝が処置具の操作部を保持する保持部として構成
されている。
【特許文献１】特公平５－６４６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、内視鏡の処置具は、処置具の操作部としてリング部を有するものや、操作部
の径が異なるもの等、操作部の形状が異なる処置具が多数存在している。
【０００５】
　上述した特許文献１の処置具スタンドでは、種々の形状或いは操作部の径が異なる処置
具を保持することまで考慮されておらず、使い勝手が悪いという問題がある。
【０００６】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、内視鏡検査、処置の際に用いられ
る多種多様な形状の処置具を保持することができる処置具ハンガーを提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために本発明による処置具ハンガーは、内視鏡に用いられる処置具
を保持する処置具保持手段を有する処置具ハンガーであって、上記処置具保持手段は、上
記処置具の操作部を保持するときの保持形態が異なる複数の保持部を有し、これら保持部
が一体的に構成されてなることを特徴とする。
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【０００８】
　また、上記処置具保持手段は、上記処置具の操作部を保持する保持溝と、上記処置具の
操作部のリング部が係止されるフック部とを有することを特徴とし、さらに、上記処置具
ハンガーは、上記処置具保持手段が係止される保持プレートと、この保持プレートを支持
する支柱とを有し、上記保持プレートは、上記支柱に対し着脱自在に構成され、上記処置
具保持手段は、上記保持プレートに対して着脱自在に構成されたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の処置具ハンガーによれば、内視鏡検査、処置の際に用いられる多種多様な形状
の処置具を保持することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
【００１１】
　図１は、本発明の実施例１を示す処置具ハンガーの斜視図である。 
　図１に示すように、処置具ハンガー１は、支柱２０と、該支柱２０の上半部２０ａに装
着された保持プレート１５と、該保持プレート１５に装着された処置具保持手段としての
処置具保持部材（以下、処置具保持部材と称す）１０と、支柱２０の下半部２０ｂの一端
に、ねじ２１によりその一端が接続された脚部３０と、該脚部３０にねじ４１により固定
された処置具保護部材４０と、上記脚部３０の他端に接続され、固定されたキャスタ５１
を有する台５０とにより主要部が構成されており、台５０が処置室等の床面上に置かれて
使用される。
【００１２】
　尚、以下の説明においては、下方とは、保持プレート１５からみて床面方向をいい、上
方とは、保持プレート１５からみて床面方向とは逆の方向をいう。 
　支柱２０は、公知のオートクレーブや薬剤による滅菌に耐えうる耐熱性、耐薬性のある
材質、例えばステンレスの管により構成されており、上方に延出した支柱２０の略中点が
上方に延出した方向と直交する方向である横方向に折り曲げられることによりＬ字型形状
を有している。尚、図中、中点から下方に突出した部位を下半部２０ｂ、中点から折り曲
げられ横方向に突出した部位を上半部２０ａと称す。 
　支柱２０の上半部２０ａの先端は、保護キャップ２６によって被覆されている。また、
支柱２０の上半部２０ａの上面には、上方に突出する突起である段付きピン２３が所定間
隔に複数個配設されている。 
　図２は、図１の支柱２０，保持プレート１５及び処置具保持部材１０の拡大斜視図、図
３は、図２の保持プレート１５に処置具保持部材１０が１つのみ装着されている状態を示
す拡大斜視図である。 
　図２に示すように、段付きピン２３は、支柱２０の上半部２０ａの外周上面から上方に
突出するピン部２３ｂと該ピン部２３ｂの上端に形成された円板状の係止板２３ａとによ
り構成されている。
【００１３】
　また、支柱２０の上半部２０ａにおける外周の一部には、後述する係止孔１６を段付き
ピン２３に係止させることにより保持プレート１５が着脱自在に装着されている。尚、こ
こでは、１つの保持プレート１５が装着されている状態を説明するが、支柱２０に複数の
保持プレート１５を装着してもよい。
【００１４】
　詳しくは、図２に示すように、保持プレート１５は、公知のオートクレーブや薬剤によ
る滅菌に耐えうる耐熱性、耐薬性のある材質、例えば１枚の矩形状のステンレス板材によ
り構成されており、床面に直交する方向（以下、高さ方向と称す）に対し横長の矩形部１
５ａと、該矩形部１５ａの上端から高さ方向に直交する方向、即ち後方である背面側に折
り曲げられた折り曲げ部１５ｂと、折り曲げ部１５の一端から樋状に折り曲げられた樋部



(4) JP 4358610 B2 2009.11.4

10

20

30

40

50

１５ｃとにより、構成されている。尚、樋部１５ｃは、支柱２０の外周面形状に沿うよう
に樋状に折り曲げられた形状を有する。 
　樋部１５ｃには、所定間隔の位置に、孔１６ａと該孔１６ａに連設された孔１６ａより
も径の小さい孔１６ｂを有する係止孔１６が形成されている。尚、孔１６ａは、支柱２０
の段付きピン２３の係止板２３ａよりも大きな径を有しており、孔１６ｂは、係止板２３
ａよりも小さな径を有している。
【００１５】
　保持プレート１５の折り曲げ部１５ｂ及び矩形部１５ａには、折り曲げ部１５ｂ並びに
矩形部１５ａを連通する複数の保持孔１７が形成されている。詳しくは、保持孔１７は、
図３に示すように、折り曲げ部１５ｂに形成された矩形孔１７ｂと、矩形部１５ａに形成
され、該矩形孔１７ｂと連通し、矩形孔１７ｂよりも幅の狭い下方に延出した有底の連通
孔１７ａとにより、構成されている。
【００１６】
　このように構成された保持プレート１５を支柱２０に装着する際には、まず、保持プレ
ート１５の係止孔１６の孔１６ａを支柱２０の段付きピン２３に係止させる。その後、保
持プレート１５を高さ方向と直交する方向に移動させることにより、段付きピン２３を孔
１６ｂに移動させる。
【００１７】
　このことにより、孔１６ｂには、段付きピン２３のピン部２３ｂのみが嵌入し、該孔１
６ｂの上方には、段付きピン２３の係止板２３ａが位置する。よって、係止板２３ａが、
保持プレート１５の高さ方向の抜けをすることから、保持プレート１５が支柱２０に装着
される。尚。使用後は、保持プレート１５は支柱２０から脱却され、公知のオートクレー
ブ処理もしくは薬剤による殺菌がなされる。
【００１８】
　また、保持プレート１５に後述する処置具保持手段１０が装着されたままの状態におい
ても、保持プレート１５は支柱２０から取り外すことができる。このことにより、保持プ
レート１５から容易に処置具保持部材１０を、後述する手段により取り外すことができ、
また、保持プレート１５及び処置具保持部材１０の症例間洗浄が容易となる。
【００１９】
　さらに、保持プレート１５の保持孔１７には、弾性体であって、公知のオートクレーブ
や薬剤による滅菌に耐えうる耐熱性、耐薬性のある材質に耐久性のある材質、例えばシリ
コンゴムにより構成された処置具保持部材１０が１個または複数個着脱自在に装着されて
いる。 
　上記処置具保持部材１０を説明すると、図４は、図１乃至図３の処置具保持部材の正面
側斜視図、図５は、図４の処置具保持部材の背側斜視図である。
【００２０】
　図４，図５に示すように、処置具保持部材１０は、肉厚の略円筒体形状に形成されてい
て、円筒部１０ａの保持溝１１の前方には、高さ方向に保持溝１１の直径よりもやや狭い
処置具の通過溝１２が形成されており、通過溝１２の一側方の下部前面には、Ｌ字形状の
フック１０ｂが一体に形成されている。尚、保持溝１１は、本発明における処置具の操作
部等を把持する保持溝を構成している。
【００２１】
　上記処置具保持部材１０は、シリコンゴムにより形成されているため、上記保持溝１１
は、外径の異なる処置具の操作部等をゴムの弾性により確実に把持することにより保持で
き、また、処置具の操作部等に傷を付けることがない。さらに、上記通過溝１２が形成さ
れた円筒部１０ａの一側壁面は、処置具の操作部等を保持溝１１へ挿入する際、上記操作
部等をガイドするガイド部１０ｃとなっている。これにより処置具を容易に保持溝１１に
挿入して保持することができる。
【００２２】
　詳しくは、フック１０ｂは、基端部を通過溝１２の一側方の下部前面に設けられ、前方
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に延び出した腕部は、その中程より外方に折り曲げられて、さらにその先端部は、高さ方
向上方に向けて突出している。尚、フック１０ｂは、外方に折り曲げられていることによ
り、後述する操作部３２１（図１０参照）を有する処置具を保持溝１１に前方から挿入す
る際の操作部３２１の逃げ部となる。
【００２３】
　また、この処置具保持手段１０の通過溝１２が形成された円筒部１０ａの一側壁面の上
部には、例えば処置具の後述する薬液供給口２２０（図９参照）を落とし込む（保持する
）ための通過溝１２よりもやや広い幅を有するように切り込まれた切り込み部１０ｅが形
成されている。
【００２４】
　さらに、処置具保持部材１０は、円筒部１０ａの背面に、図５に示すように、取り付け
部１０ｄが一体に形成されている。そして、取り付け部１０ｄは、高さ方向に幅広に形成
された、横断面が矩形状の厚みのある板体により形成されており、取り付け部１０ｄの円
筒部１０ａの背面寄り基部両側には、保持プレート１５の保持孔１７の連通孔１７ａに挿
入して取り付けるための切り込み１０ｆが形成されている。即ち、取り付け部１０ｄは、
高さ方向にレール状に形成されている。 
　また、取り付け部１０ｄの背面側の両側隅部には、保持プレート１５の保持孔１７の連
通孔１７ａへの挿入性を高めるための、面取りがなされている。
【００２５】
　このように構成された処置具保持部材１０は、取り付け部１０ｄを保持プレート１５の
保持孔１７の矩形孔１７ｂに合わせ、切り込み１０ｆを保持プレート１５の保持孔１７の
連通孔１７ａに挿入することにより、保持プレート１５に装着される。 
　この際、保持プレート１５に処置具保持部材１０が装着される数、または処置具保持部
材１０の装着間隔は、使用する処置具の数に応じて、使用者により適宜決定される。即ち
、図２に示すように、保持プレート１５に装着できる最大数を装着しても良いし、図３に
示すように、１個のみ装着しても良い。
【００２６】
　また、図示しないが、保持する処置具の大小に応じて、隣接する処置具が接触しないよ
う、１個間隔をおいて処置具保持部材１０を保持プレート１５に装着しても良い。よって
使用者の意図により、自由な位置に処置具保持部材１０を保持プレート１５に装着するこ
とができる。このように装着すれば、大きさ等の異なる各種処置具を処置具保持部材１０
に係止または挿入、若しくは取り出し易くなる。
【００２７】
　さらに、装着後は、処置具保持手段１０の取り付け部１０ｄが保持プレート１５の保持
孔１７から不意に抜けないよう、処置具保持部材１０及び保持プレート１５に抜け止めの
機構を設けても良い。
【００２８】
　詳しくは、図６は図４，図５の処置具保持部材の取り付け部に抜け止め機構を設けた例
を示す上面図、図７は図６のＡ－Ａ線に沿う横断面図、図８は図２，図３の保持プレート
の保持孔に抜け防止機構を設けた例を示す部分斜視図である。
【００２９】
　図６，図７に示すように、処置具保持部材１０の円筒部１０ａの背面に設けられた取り
付け部１０ｄの一部には、高さ方向と直交する方向に半円状に突出する一対の抜け止め用
凸部１３が取り付け部１０ｄと一体に形成されている。よって、一対の抜け止め凸部１３
は、弾性体、例えばシリコンゴムにより構成されている。
【００３０】
　また、図８に示すように、保持プレート１５の保持孔１７に形成した連通孔１７ａの一
部には、高さ方向と直交する方向に設けられた半円状の一対の抜け止め用凹部１８が連通
孔１７ａと一体に形成されている。
【００３１】
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　よって、このように構成された処置具保持部材１０を保持プレート１５に装着する際に
は、処置具保持部材１０は、該処置具保持部材１０の取り付け部１０ｄを保持プレート１
５の保持孔１７の矩形孔１７ｂに合わせ、切り込み１０ｆを保持プレート１５の保持孔１
７の連通孔１７ａに挿入されることにより、保持プレート１５に装着される。
【００３２】
　その結果、取り付け部１０ｄの一対の抜け止め用凸部１３は、連通孔１７ａの一対の抜
け止め用凹部１８に係止される。このことにより、処置具保持部材１０は、保持プレート
１５に装着された処置具保持部材１０に対し高さ方向に衝撃等の力が働いたとしても、一
対の抜け止め用凸部１３及び一対の抜け止め用凹部１８により、保持プレート１５から不
意に脱却することがない。 
　また、使用者により、処置具保持部材１０を保持プレート１５から脱却する際には、一
対の抜け止め用凸部１３は、ゴムにより構成されていることから、使用者は、高さ方向に
強い力を加えることにより、一対の抜け止め用凸部１３を変形させる。このことを用いて
、使用者は、処置具保持部材１０を保持プレート１５から取り外すことができる。 
　このように、種々の機構により保持プレート１５に装着された処置具保持部材１０は、
使用後は、保持プレート１５から脱却され、公知のオートクレーブ処理もしくは薬剤によ
る殺菌がなされる。 
　尚、保持プレート１５に着脱される処置具保持部材１０は、上述した形状に関わらず、
保持される処置具によって保持溝１１、及びフック１０ｂの形状を、形状の異なる様々な
処置具に適した形状に変えても良い。
【００３３】
　次に、保持プレート１５に装着された処置具保持部材１０による処置具の保持方法につ
いて説明する。図９は図２の保持プレートに装着された処置具保持部材が、各種処置具を
保持している状態を示す斜視図、図１０は図２の保持プレートに装着された処置具保持部
材の保持孔に、穿刺用の処置具を挿入し始めた状態を示す拡大斜視図、図１１は図２の保
持プレートに装着された処置具保持部材の保持孔に、穿刺用の処置具を挿入し終えた状態
、及びフックのない処置具保持部材を示す拡大斜視図である。
【００３４】
　図９に示すように、内視鏡を使用する際に用いる処置具であって、上記処置具の操作部
の後端側に形成された、術者が処置具を保持する際に親指を挿通させる処置具固定用のリ
ング１０１を有する、例えば把持鉗子１００は、使用後は、リング１０１が、処置具保持
手段１０のフック１０ｂに係止される。このことにより処置具保持手段１０は、把持鉗子
１００を保持する。
【００３５】
　また、内視鏡を使用する際に用いる処置具であって、操作部２１０の外周の一部に薬液
供給口２２０が形成された、例えば薬液供給用の処置具２００は、使用後は、処置具保持
手段１０の保持溝１１の上方から、保持溝１１に挿入される。 
　薬液供給用の処置具２００の操作部２１０が保持溝１１に挿入されると、保持溝１１は
、弾性力により、操作部２１０の外周を把持する。また、この際、操作部２１０に形成さ
れた薬液供給口２２０は、その一部が、処置具保持手段１０の通過溝１２が形成された円
筒部１０ａの一側壁面の切り込み部１０ｅに落とし込まれる。このことにより処置具保持
手段１０は、薬液供給用の処置具２００を保持する。
【００３６】
　さらに、内視鏡を使用する際に用いる処置具であって、シリンジ４００が連結されるシ
リンジ連結部３２２（操作部）が形成された、例えば穿刺用の処置具３００は、シリンジ
連結部３２２を、操作部３２１とシリンジ連結部３２２との間に位置する軸３１０（操作
部）に沿って、下方に移動させると、穿刺用の針３０２が、図示しない挿入部の先端から
突出する処置具である。 
　穿刺用の処置具３００は、使用後は、処置具保持手段１０の通過溝１２の前方から、操
作部３２１とシリンジ連結部３２２との間に位置する軸３１０が保持溝１１に挿入される
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ことにより、処置具保持手段１０の保持溝１１に把持される。 
　詳しくは、穿刺用の処置具３００を処置具保持手段１０に挿入する際は、図１０に示す
ように、先ず、使用者は、穿刺用の処置具３００のシリンジ連結部３２２下端の一部を、
処置具保持手段１０の円筒部１０ａの上面に角度を以て当接させる。このとき、処置具保
持手段１０のフック１０ｂは、外方に折り曲げられていることから、図１０に示すように
、操作部３２１がフック１０ｂに当接することがない。
【００３７】
　次に、使用者は、軸３１０を、処置具保持手段１０のガイド部１０ｃに沿うように、通
過溝１２を通過して保持溝１１に挿入する（図１０参照）。このことにより、軸３１０は
、処置具保持手段１０の保持溝１１に把持される（図１１参照）。
【００３８】
　このようにして、穿刺用の処置具３００の軸３１０が処置具保持手段１０の保持溝１１
に把持された状態が図１１に示す状態である。シリンジ連結部３２２の下端面は、処置具
保持部材１０の上面と当接し、操作部３２１の上端面は、処置具保持部材１０の下面と当
接する。
【００３９】
　よって、穿刺用の処置具３００が、処置具保持手段部材１０に保持されているときは、
シリンジ連結部３２２が下方に移動することがないため、穿刺用の処置具３００の挿入部
から穿刺用の針３０２が突出することがない。
【００４０】
　尚、上述したような、薬液供給用の処置具２００及び穿刺用の処置具３００のように固
定用のリングが無い処置具の場合には、図１１に示すように、フックの無い処置具保持手
段を用いても保持を行っても良い。
【００４１】
　このように、保持プレート１５に装着された処置具保持部材１０は、１種類で様々な種
類の処置具を保持溝１１により把持することができる。この際、処置具保持部材１０は、
例えばシリコンゴムにより形成されているため、保持溝１１に把持される処置具の部位の
外径が、保持溝よりも大きくても保持溝１１は、処置具を把持することができる。
【００４２】
　図１に戻って、支柱２０の下半部２０ｂには、図１２に示すように、例えばシリンジ，
止血用のクリップ等の小物を戴置するプレート７０が、下半部２０ｂに対してねじ７１に
より、着脱自在に接続されても良い。図１２は、図１の処置具ハンガーにプレートを装着
したことを示す斜視図、図１３は、図１２のプレート及び支柱の部分拡大斜視図である。
 
　図１２，図１３に示すように、プレート７０には、挿通孔７０ｂが形成されており、プ
レート７０は、挿通孔７０ｂを支柱２０の下半部２０ｂに挿通させることにより、下半部
２０ｂと一体となる。よって、プレート７０は、支柱２０に対して高さ方向に移動自在で
ある。
【００４３】
　次に、図１３に示すように、プレート７０に配設されたねじ７１を用いて、ねじ７１の
先端を挿通孔７０ｂに挿通された下半部２０ｂの外周に圧接させる。このことにより、プ
レート７０は、支柱２０の下半部２０ｂに固定される。 
　プレート７０には、小物戴置用の凹溝７０ａが形成されている。この凹溝７０ａにより
、凹溝７０ａに、例えばシリンジ，止血用のクリップ等の小物を戴置したとしても、上記
小物がプレート７０から転落することがない。
【００４４】
　図１に戻って、支柱２０の下半部２０ｂには、ねじ２１により他端が接続された脚部３
０が接続されている。詳しくは、脚部３０は、例えば支柱２０の径よりも大きな径の円筒
により構成されており、支柱２０は、脚部３０の内部に嵌入する。 
　脚部３０の外周には、ねじ２１が配設されており、ねじ２１の先端を脚部３０の内部に
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嵌入された支柱２０の外周面に圧接させることにより、支柱２０は、脚部３０に固定され
る。よって、支柱２０の外周面に対するねじ２１の先端の圧接位置を変えることにより、
支柱２０の高さを変化させることができる。 
　さらに、脚部３０は、ねじ２１を外すだけで、支柱２０から脱却できるため、解体した
状態で処置具ハンガー１を収納できる。
【００４５】
　また、脚部３０の上部には、処置具保護部材４０が接続されている。詳しくは、図１４
は、図１の処置具保護部材，脚部及び台を示した部分斜視図、図１５は、図１４の脚部に
接続された処置具保護部材を示した斜視図、図１６は、図１５の脚部と処置具保護部材の
接続を示した拡大斜視図である。
【００４６】
　図１４，図１５に示すように、処置具保護部材４０は、２つの折り曲げ部が形成された
コの字形状を有した管により形成されており、図１４，図１６に示すように、脚部３０の
上部にねじ４１により固定角度が可変できるよう装着される。 
　処置具保護部材４０は、保護部材である、例えばビニル袋６０（図１参照）を保持する
ものであり、ビニル袋６０は、上方を開口するよう、該ビニル袋６０の開口縁を、処置具
保護部材４０に引っ掛けることにより、処置具保護部材４０に装着される。尚、ビニル袋
６０は、処置具を使用した患者が変更される毎に交換される。 
　ビニル袋６０は、処置具保持手段１０に保持された各種処置具の挿入部を収納し、上記
各種処置具の挿入部が、直に床面や他の物、人等に接触するのを防止するものである。 
　また、処置具保護部材４０の２つの折り曲げ部には、図１４，図１５に示すように、ビ
ニル袋６０を保持する、例えばゴムにより形成された摩擦部材４２が装着されている。摩
擦部材４２は、その摩擦力により、ビニル袋６０を保持する。
【００４７】
　このことから、摩擦部材４２のみにより、ビニル袋６０を保持することができる。よっ
て、処置具保護部材４０に他のビニル袋固定手段を配設する必要がないので、部品点数を
削減することができ、さらに、処置具保護部材４０に対するビニル袋６０の着脱も容易で
ある。
【００４８】
　さらに、処置具保護部材４０は、通常は、脚部３０に対して、図１５に示すように、手
前側に傾斜した角度に装着、固定される。このような角度に処置具保護部材４０を固定す
ることにより、処置具保護部材４０にビニル袋６０が装着しやすくなり、また各種処置具
もビニル袋６０に収納しやすくなり、さらに使用者の身長に応じて、脚部３０に対する処
置具保護部材４０の固定角度を可変させることができる。
【００４９】
　また、処置具保護部材４０は、不使用の際には、固定角度を可変させることにより、脚
部３０と平行となるように固定される。このことにより、収納時に、処置具保護部材４０
をコンパクトに収納することができる。さらに、処置具保護部材４０は、ねじ４１を外す
だけで、脚部３０から脱却できるため、解体した状態で処置具ハンガー１を収納できる。
【００５０】
　図１に戻って、脚部３０の下部には、台５０が接続されている。詳しくは、図１７は、
図１の脚部の下端を示した部分斜視図、図１８は、図１７の脚部の下端と台５０との接続
を示した斜視図である。 
　図１７に示すように、脚部３０の下端面は、円板状の固定部３５の上面中心に固定され
ており、固定部３５の下面の中心には、ねじ穴３５が穿設されている。 
　また、台５０は、図１８に示すように、重量の重い板状部材により形成されており、該
台５０の下面には、複数のキャスタ５１が配設されている。さらに、台５０の上面の中心
には、上方に突出したネジ山５０ａが配設されており、台５０のねじ山５０ａに、脚部３
０のねじ穴３５ａが螺合することにより、脚部３０は、台５０に固定される。 
　尚、台５０は、重量の重い板状部材により形成されていることから、処置具ハンガー１
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が転倒するのを防止している。
【００５１】
　以上から、処置具ハンガー１の処置具保持部材１０、保持プレート１５、支柱２０、脚
部３０、処置具保護部材４０、台５０、ビニル袋６０、プレート７０は、互いにすべて取
り外すことができる。よって、出荷の際や収納の際、処置具ハンガーを小型に梱包するこ
とができる。
【００５２】
　このように、本発明の実施例１の処置具ハンガーにおいては、支柱２０に着脱自在な保
持プレート１５に、処置具のリングが係止されるフック１０ｂ及び処置具の操作部等を把
持する保持溝１１を有する例えばシリコンゴムにより形成された処置具保持部材１０を着
脱自在に取り付けることができる。
【００５３】
　このことにより、処置具ハンガー１は、処置具保持部材１０のフック１０ｂ、及び保持
溝１１の弾性力により、１種類の処置具保持手部材１０により、多種多様な形状を有する
処置具を把持することができることから、簡単に処置具を保持することができる。 
　また、処置具保持部材１０は、保持プレート１５に対し着脱自在であることから、処置
具保持部材１０のオートクレーブ処理もしくは薬剤による殺菌を簡単に行うことができる
。よって、処置具ハンガー１は、衛生的に処置具を保持することができる。 
　さらに、処置具ハンガー１に、処置具が処置具保持手段１０に保持された際、処置具の
挿入部を収納するビニル袋６０を保持する処置具保護部材４０を設けた。よって、処置具
の挿入が、床面や他の物、人に接触することがないことから、処置具ハンガー１は、衛生
的に処置具を保持することができる。
【００５４】
　尚、本実施例１においては、保持プレート１５の支柱２０への装着は、支柱２０に形成
された段付きピン２３に、保持プレート１５に形成された係止孔１６を係止させることに
より行う構成例として示したが、これに限らず、例えば保持プレート１５をマグネットに
より形成し、また支柱２０を磁性ステンレス部材により形成し、支柱２０に磁力により保
持プレート１５を装着するようにしても良い。
【００５５】
　また、処置具保持部材１０は、弾性体により形成されると示したが、これに限らず、例
えば図１９に示すように、処置具保持部材１０の円筒部１０ａを、例えばプラスチックの
ような剛体で形成し、保持溝１１をテーパ面５１０が形成されたテーパ状としても良い。
 
　このように、保持溝１１をテーパ状に形成すれば、外径の異なる形状の処置具を、テー
パ面５１０により保持することができる。
【００５６】
　さらに、図２０に示すように、保持溝１１は、複数の段部６１０を有する形状に形成し
ても良い。このように、構成すれば、外径の異なる形状の処置具を、複数の段部６１０に
より保持することができる。 
　また、処置具保持部材１０は、使い捨てタイプ、所謂ディスポーザブルタイプに形成し
てもよい。例えば、処置具保持部材１０を発泡スチロールにより構成し、処置具を発泡ス
チロール製の処置部保持部材に差し込み、発泡スチロールを変形させて固定させれば、外
径の異なる多種多様な処置具を簡単に保持することができる。
【００５７】
　［付記］
　以上詳述した如く、本発明の実施例によれば、以下の如き構成を得ることができる。即
ち、
　（１）内視鏡に用いられる処置具を保持する処置具保持手段を有する処置具ハンガーで
あって、
　上記処置具保持手段は、上記処置具の操作部を保持するときの保持形態が異なる複数の
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保持部を有し、これら保持部が一体的に構成されてなることを特徴とする処置具ハンガー
。
【００５８】
　（２）上記処置具保持手段は、上記処置具の操作部を保持する保持溝と、上記処置具の
操作部のリング部が係止されるフック部とを有することを特徴とする付記１に記載の処置
具ハンガー。
【００５９】
　（３）上記処置具保持手段が係止される保持プレートと、この保持プレートを支持する
支柱とを有し、
　上記保持プレートは、上記支柱に対し着脱自在に構成され、
　上記処置具保持手段は、上記保持プレートに対して着脱自在に構成されたことを特徴と
する付記１または２に記載の処置具ハンガー。
【００６０】
（４）上記処置具保持手段は、弾性体により形成されていることを特徴とする付記１乃至
付記３のいずれかに記載の処置具ハンガー。
【００６１】
（５）上記処置具保持手段は、上記保持プレートに対して複数着脱自在であることを特徴
とする付記１乃至付記４のいずれか１つに記載の処置具ハンガー。
【００６２】
（６）上記処置具保持手段は、上記処置具の操作部を上記保持溝に挿入するに際して、上
記処置具の操作部をガイドするガイド部をさらに有することを特徴とする付記２乃至付記
５のいずれか１つに記載の処置具ハンガー。
【００６３】
（７）上記処置具保持手段は、オートクレーブに耐えうる耐熱性又は薬剤による滅菌に耐
えうる耐薬性を有する部材により構成されていることを特徴とする付記１乃至付記６のい
ずれか１つに記載の処置具ハンガー。
【００６４】
（８）上記処置具保持手段は、該処置具を保持する手段の背面に、横断面が矩形状を有す
る上記処置具保持手段の高さ方向にレール状に形成された取り付け部を有し、また上記保
持プレートは、上記処置具保持手段を係止するための保持孔を有し、上記取り付け部は、
上記保持孔に対し、着脱自在に挿入されることを特徴とする付記１乃至付記７のいずれか
１つに記載の処置具ハンガー。
【００６５】
（９）上記処置具保持手段の保持溝は、テーパ面が形成されていることを特徴とする付記
２に記載の処置具ハンガー。
【００６６】
（１０）上記処置具保持手段の保持溝は、段付き形状に形成されていることを特徴とする
付記２に記載の処置具ハンガー。
【００６７】
（１１）上記処置具保持手段のフック部は、上記処置具保持手段の前面に、上記処置具保
持手段の高さ方向に突出するＬ字形に形成されていることを特徴とする付記２に記載の処
置具ハンガー。
【００６８】
（１２）上記処置具保持手段のフック部は、略中点が上記処置具を保持する手段の高さ方
向に略直交する方向に対し所定の角度を以て外方に折り曲げられた形状を有することを特
徴とする付記２または付記１１に記載の処置具ハンガー。
【００６９】
（１３）上記処置具保持手段の取り付け部は、上記処置具保持手段の高さ方向に対して略
直交する方向に一対の抜け止め用凸部を有しており、また上記保持プレートの保持孔は、
上記保持プレートの高さ方向に対して略直交する方向に一対の抜け止め用凹部を有してお
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り、上記取り付け部を上記保持孔に挿入した際、上記一対の抜け止め用凸部は、上記一対
の抜け止め用凹部に係止されることを特徴とする付記８に記載の処置具ハンガー。
【００７０】
（１４）上記処置具保持手段は、上記保持孔に上記処置具が把持された際、上記処置具に
形成された一対の係止部により、上記処置具を保持する手段の高さ方向において、挟持さ
れることを特徴とする付記１乃至付記１２のいずれか１つに記載の処置具ハンガー。
【００７１】
（１５）上記保持プレートは、上記支柱に対して複数着脱自在であることを特徴とする付
記３に記載の処置具ハンガー。
【００７２】
（１６）上記保持プレートには、係止孔が形成されているおり、また上記支柱には、突起
が形成されており、上記係止孔が、上記突起に係止されることにより、上記保持プレート
は、上記支柱に装着されることを特徴とする付記３，付記８，付記１３，付記１５のいず
れかに記載の処置具ハンガー。
【００７３】
（１７）上記係止孔は、径の異なる大小の２つの孔により構成されており、上記突起は、
該突起の上端部に、上記係止孔の小さい孔の径よりも大きい径を有する係止板が形成され
た段付きピンで構成されており、上記段付きピンは、上記係止板が上記係止孔の小さい孔
に嵌入することにより、上記保持プレートが、上記支柱に対し、高さ方向に脱却するのを
防止することを特徴とする付記１６に記載の処置具ハンガー。
【００７４】
（１８）上記保持プレートは、マグネットにより構成されており、上記保持プレートは、
マグネットにより、上記支柱に対し着脱自在であることを特徴とする付記３に記載の処置
具ハンガー。
【００７５】
（１９）上記支柱は、該支柱に着脱自在に接続される脚部を有することを特徴とする付記
３に記載の処置具ハンガー。
【００７６】
（２０）上記脚部は、上記支柱の高さを調節できることを特徴とする付記１９に記載の処
置具ハンガー。
【００７７】
（２１）上記脚部には、上記処置具を保持する手段の上記保持孔に把持された処置具の挿
入部を保護する保護部材を係止する処置具保護部材が着脱自在に装着されていることを特
徴とする付記１９または付記２１に記載の処置具ハンガー。
【００７８】
（２２）上記保護部材は、ビニール袋であることを特徴とする付記２１に記載の処置具ハ
ンガー。
【００７９】
（２３）上記処置具保護部材は、２つの折り曲げ部が形成されたコの字状を有しており、
上記支柱の脚部に対して装着角度が調節できることを特徴とする付記２１に記載の処置具
ハンガー。
【００８０】
（２４）上記処置具保護部材の２つ折り曲げ部には、上記保護部材を保持する摩擦部材が
装着されていることを特徴とする付記２３に記載の処置具ハンガー。
【００８１】
（２５）上記摩擦部材はゴムであることを特徴とする付記２４に記載の処置具ハンガー。
【００８２】
（２６）上記支柱は、該支柱に着脱自在に接続される処置具戴置用のプレートを有するこ
とを特徴とする付記３に記載の処置具ハンガー。
【００８３】
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（２７）上記脚部は、キャスタ付きの台に着脱自在に接続されることを特徴とする付記１
９乃至付記２１に記載の処置具ハンガー。
【００８４】
（２８）上記処置具保持手段は、ディスポーザブルの部材で構成されていることを特徴と
する付記３に記載の処置具ハンガー。
【００８５】
（２９）上記ディスポーザブルの部材は、発泡スチロールであることを特徴とする付記２
８に記載の処置具ハンガー。
【００８６】
（３０）内視鏡に用いられる処置具を保持する処置具保持部材であって、
　上記処置具の操作部を保持するときの保持形態が異なる複数の保持部を有し、これら保
持部が一体的に構成されてなることを特徴とする処置具保持部材。
【００８７】
（３１）上記複数の保持部は、上記処置具の操作部を保持する保持溝と、上記処置具の操
作部のリング部を係止されるフック部とからなることを特徴とする付記３０に記載の処置
具保持部材。
【００８８】
（３２）前記保持溝に上記処置具の操作部をガイドするガイド部を更に有することを特徴
とする付記３１に記載の処置具保持部材。
【産業上の利用可能性】
【００８９】
　多種多様な形状の処置具を保持することができ、内視鏡検査、処置の際に利用すること
ができる。　
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】本発明の実施例１を示す処置具ハンガーの斜視図。
【図２】図１中の支柱，保持プレート及び処置具保持手段の拡大斜視図。
【図３】図２中の保持プレートに処置具保持部材が１つのみ装着されている状態を示す拡
大斜視図。
【図４】図１乃至図３中の処置具保持部材の正面側斜視図。
【図５】図４中の処置具保持部材の背面側斜視図。
【図６】図４，図５中の処置具保持部材の取り付け部に抜け止め機構を設けたことを示す
上面図。
【図７】図６中のＡ－Ａ線に沿う横断面図。
【図８】図２，図３中の保持プレートの保持孔に抜け防止機構を設けたことを示す部分斜
視図。
【図９】図２中の保持プレートに装着された処置具保持部材が、各種処置具を保持してい
る状態を示す斜視図。
【図１０】図２中の保持プレートに装着された処置具保持部材の保持孔に、穿刺用の処置
具を挿入し始めた状態を示す拡大斜視図。
【図１１】図２中の保持プレートに装着された処置具保持部材の保持孔に、穿刺用の処置
具を挿入し終えた状態、及びフックの無い処置具保持部材を示す拡大斜視図。
【図１２】図１中の処置具ハンガーにプレートを装着したことを示す斜視図。
【図１３】図１２中のプレート及び支柱の部分拡大斜視図。
【図１４】図１中の処置具保護部材，脚部及び台を示した部分斜視図。
【図１５】図１４中の脚部に接続された処置具保護部材を示した斜視図。
【図１６】図１５中の脚部と処置具保護部材の接続を示した拡大斜視図。
【図１７】図１中の脚部の下端を示した部分斜視図。
【図１８】図１７中の脚部の下端と台との接続を示した斜視図。
【図１９】図４中の処置具保持部材の保持溝をテーパ状に形成したことを示す断面図。
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【図２０】図４中の処置具保持部材の保持溝を段付き形状にしたことを示す断面図。
【符号の説明】
【００９１】
　１…処置具ハンガー
　１０…処置具保持部材（処置具保持手段）
　１０ｂ…フック部（保持部）
　１１…保持溝（保持部）
　１５…保持プレート
　２０…支柱
　１００…把持鉗子（処置具）
　１０１…リング
　２００…薬液供給用の処置具（処置具）
　２１０…操作部
　３００…穿刺用の処置具（処置具）
　３２１…操作部
　代理人　　弁理士　　伊藤　進

【図１】 【図２】

【図３】
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